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安藤です。よろしくお願いいたします。私がやってい
ることは，簡単に言うとどういうことかというと，お年
寄りにお話を聞いて歩くという事が基本なんです。で，
それがどれだけこちらのことを汲み入れてくれて，本当
のことを言ってくれるか，というような事は疑わないこ
と，全て本当のことを言ってくれているというふうに思
うわけです。簡単に言えば，輔される事は大切なことだ
よ，ということを自分自身に言って聞かせております。
私自身老人ホームで8年間生活指導員をしまして，その
中で得た知恵なのですが，騎すという事はボケていない
ので心配しなくていいという事，踊すことができなく
なったお年寄り はそろそろボケてきた，というふうに考
えるのが私の単純な考え方なわけです。
もう一つ私が老人を考える場合，どんな物が背景かと
いうと，ご存知のように柳田国男氏の『遠野物語』とい
う本なのです。この中の11と12に実は独居老人の話しが
出ています。さらに， 20・21・22・23です。これらには
女性の独居老人が書かれています。 で， 一番重要なこと
は，12番目の所に書いてある新田音蔵というおじさんが，
昔のことを次の世代に語り継いでおきたいと切に願って
いたが，口とかいろんなものが臭くて誰も傍へ寄りつか
なかった。しかしそれを，柳田国男というよりも， 鏡石
さんが傍へ行って聞いてきたわけです。その，話を聞く
勇気というのがまず大切で、，どんなにテクニックを使っ
副所長 杉山 善 朗
てもだめなものはだめなんだ，という言い方をしたい訳
なんですが，そううまくいくかどうかはちょっとわかり
ません。ただ，鏡石さんの子供さんに私は，遠野町の特
別養護老人ホームでお会いしましたが，お孫さんは今日
ご紹介された方々とご同業の看護婦さんをやっておられ
ます。また，この音蔵というおじいさんは，実は大変裕
福な旧家の出で新しい事業を興して失敗し脱落したので
す。ひとりで山の中で生活し，駄賃の徒を大変助けたの
ですが，これは外国の昔話の 『赤ずきんちゃん』と同じ
ですね。実は御曹司というもので武装されて，地域の人
たちの言うことの知恵をぜんぶもっているおじいさん，
というふうに解釈出来ると思うのです。昔話と老人とい
うのも実は私の研究テーマなんですが，その中でやる時
はこれが一番面白い。
（ここから，スライドを見ながらの説明に移る。）
独居老人の生活について説明します。独居老人の年齢
区分です。74歳以下が63%,75歳以上が37%です。これ
は金ヶ崎町という所で，平成3年に調査したものです。
年齢を74歳以下と75歳以上に分けたのは，大体統計で年
齢区切りにする場合，国際的に75歳以上は後期高齢者，74
歳までは前期高齢者というふう に使われているためで
す。また，私自身の老人ホームの経験で勝手に解釈しま
すと， 75歳を超えた方と74歳迄の方では介護する介護量
と質とが全然違ってくることです。これは独り暮しの期
間を見たものです。 20年以上が74歳迄が3割， 75歳以上
が3割あります。 独居年数が長いほどお年寄りが精神
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的・身体的に安定しているのか，という点は意外と数字
ではそうもいえないのかなという感じになってきている
所です。 74歳までは男が4名で， 75歳以上は男が2名，
計男が6名なんですね。というのは男が大変少ないとい
うことで，100名の中から抽出したものです。（男 6，女37,
計43)
別居の子供の有る無しをみると，同じ町に大体3割で
すね。県内が5割，そして県外が8割ということになっ
ている。これは，複数回答ですのでこうなってきますが
全然子供がいないというのがここに居りますので，独り
暮し老人の場合「子無し」という方が2割強です。今日，
老人ホーム関係の方がいらしたら私一人の独断で申し訳
ないのですが，大体2割は子どもさんのいない方が入居
されていると思います。この2割は，今から20年前と決
して変わらない数字だろうと私は思います。子供との交
流はどんなふうになっているのか，ほとんど毎日がどれ
くらいあるかというと，実は2割無い。それは同じ町に
住んでいながら「そんなにないんだよ」ということです
ね。週1聞から 2回位でも大体2割位ですから，週1,
2回以上を足したとしても大した数字にはならない。大
体月 1, 2回というのは3割です。それから年 1, 2回
というのも 3割です。これだけ大変なんだということで
す。特に大学に子どもを進学させるということは，極端
に言えば「最後は独り暮しになるよ」というのを覚悟し
なければいけない。
健康状態をみると，大体病気がちが8割， 75歳以上で
は10割ということです。それだけ病気が多いということ
です。健康のためにどのような事に気をつけているのか
をみると食事に気をつけるというのが，圧倒的に多いん
です。 6割ですか，いかに食生活を考えて独り暮しの援
助をしていかなければいけないか，同時に給食サービス
とか，食事の援助がいかに重要であるかというひとつの
指標とも言えます。
次に，町内に住んでいる親族との交流はほとんど毎日
が1割もいない。週1, 2回でも 2割を切るという。意
外と女同士は多いんだけれど，男と女の兄弟の交流はい
たって少ないという事実があるんですね。外出の頻度で
は，毎日出ていくというのは約3割，週に 2, 3回とい
うのが5割くらいだよということがわかりました。また，
年齢に関係なく同じ傾向がみられます。外出する場合も
年寄りはどんな所へ出ていくかということは，大変健康
との関係もありますし，もう一つは，交通事情との関係
があります。外出先で，友人のところが3割というのは
意外と結構あるんだということなんです。それから買い
物が7割ですね。意外と少ないのは親戚に行くというこ
とですね。外出は生活と結びついているといえます。日
常生活で困っていることはやっぱり体のこと 5割だとい
うことです。
これから栄養のことを話します。主食摂取状況を見る
と，ヘルパーさんとか皆さん方ご存知だと思いますが，
大抵3回食べます。ところが私が調査した約20年前は，
一日2食というのは3割いました。ご飯を女が朝に10割
食べる。麺類は男は朝昼2割，意外と少ないということ
がわかる。なんぼ麺類がいいといっても難しいのかなと
いうことです。 75歳以上の男性なんか完全に麺とかパン
を食べない，女性にも 2割ある。うどんなんかの作り方
など，今から男の方なんかは覚えていたらいいんです。
みそ汁をどれだけ摂っているか，大体毎日というのは男
100%，むしろ女の方が8割にちょっと少ない。朝夕で
は男女とも 7～8割食べる。漬物はどうかというと，女
性の場合7割位毎日食べてしまう。意外と男はほとんで
食べないが3割です。一番感じることは，最近はちゃぶ
台に三種の神器がのつかっていない。梅干し大根，も
う一つは浅漬け，昔はこれが全部あったものです。行く
と「これは家の味だから食べれ」と勧められたが，最近
はない。獣鳥肉類をどれくらい食べるか，やっぱり毎日
あるいは週に数回食べるは，女性が2割と多く，男性は
ない。男性ではほとんど食べないも 3割あります。卵を
1日1個食べるのは，男性8割，女性4割で男性に多く，
近年，栄養士さんなどの指導により卵をよく食べるよう
になってきています。牛乳を毎日飲むのは，男性が5割，
女性が7割です。男より女が毎日ちゃんと飲むんだ，と
いうことです。また，ほとんど飲まないというのが男女
ともに2割もいます。最後に鮮魚および塩蔵魚の摂取頻
度は，男性3割に対して，女性の方は6割ですね。 一週
間に数回， 2～ 3回，ある意味ではちゃんと摂っている。
鮭なんかは， 一切れを 2回に分けて食べている場合が結
構ある。それから魚の大きさ，自身の魚を食べていても
大体どのくらいの大きさか手で簡易測定をやったりして
います。
予定の時間ぴったり，ということで終わりたいと思い
ます。結論でいいますと，まず息子とか娘，それから親
族との交流をどのようにもっていったら良いか，という
ことが今後の一つの課題です。決して一人暮しの老人は
貧しくありません。考えていることも大変健全ですし健
康です。ただ身体的ハンデイがあるということと，精神
的ハンデイをご、っちゃにしない方法をこれから確立しな
ければいけません。それから，元気なお年寄りとやや援
助したら生活出来るお年寄り，完全に援助するお年寄り，
この三つをどう区別して援助していくかというのが，今
後の研究課題です。
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Elderly Living Alone and their Daily Life-styles 
Sadao Ando. M.A .. Professor. Iwate Prefectural Junior College of Morioka 
Discussants ; 
Harumi Hayashi. RN Health service Facility for the Elderly “Community Shiro-ishi” 
Nobu-e Tanifuji, RN Visiting Nursing Service Center for the Elderly “Yamanote” 
A-iko Fujizuka, RCW Sapporo Ogasawara Hospital 
Abstract 
A description of the daily life-styles of elderly living alone in the Iwate district of northern Japan in regard 
to health condition, housing, food, social activities and so on, was conducted. 
It was stressed that the degree of life satisfaction was highly influenced by the type of food taken in the 
daily diet and the number of meals taken per day. 
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